



新 図書館 は、本学駿河台地区の再開発によ り建設 された23階 建て リバ
ティタワーの右翼に位置 してお り、リバティタワーの一部分を占めている。
地上1階 、地下3階 の建物(以 下、新館)と 、旧館の100周 年記念図書館
(以下、記念図書館)を 合わせて中央図書館 と総称 している。新館 と記念
図書館は、両者の地下2階 部分で連結 し、図書館施設 として一体化 してい
る。記念図書館 は主に書庫 と して運用 してい る(以 下、 「書庫」 とは記念
図書館書庫をさす)。 また、新館部分の地下3階 に電動集密書庫(以 下、自
動書庫)が ある。新図書館 の利用者へ の直接的サー ビスは、新館、書庫、
自動書庫を利用施設 として行われ る。
新図書館の特色を要約すればつ ぎのとお りである。①利用者に最適の環
境 を提供す るため、閲覧スペースを個性化 し、利用態様に応 えるようにし
た。②図書館資料の提供について、一部貴重書を除き、全面開架方式 を採
用 した。③新 しい施設 としてマルチメデ ィアエ リアを設け、「電子図書館」
サー ビスを稼動 させた。④ 日曜、祝 日開館を開始 した。
この報告 では、新図書館 において展開 されている利用サー ビスについ
て、前図書館 と比較 しなが ら紹介 していきたい。新図書館が開館 してか ら
の利用サー ビスに焦点をあてるので、サー ビスの全体を紹介す るのではな
いことをお断 りしてお く。利用サー ビスを施設提供、資料提供(閲 覧 ・貸
出サー ビス)、 情報提供(レ ファレンスサー ビス、マル チメデ ィアサー ビ
ホなかむら・せいや/総 合サービス課
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ス)の 観点から取 り上げることにする。新図書館開館までの軌跡 は 『大学
図書館研究』63号(2001,12)に 「明治本学中央図書館」 として紹介 され
ているのでご覧いただきたい。
2新 図書館の利用者
本学 は3キ ャンパスを有 してお り、新図書館は駿河台キャンパスに位置
している。
駿河台キャンパスには、法 ・商 ・政治経済 ・文 ・経営学部の3,4年 、二
部(夜 間部)法 ・商 ・政治経済 ・文学部、短期大学、そ して大学院があ り、
これ らの学生が利用 している。利用対象学生は約17,000人(内 、二部学
生約5,300人 。3キ ャンパスの学生数合計約36,000人)、 専任教員1,660人
(理工 ・農学部を除 く)で ある。本学の所属員 は3キ ャンパスの図書館 を
利用できるので、上記 の利用対象数は概数である。
3施 設
利用サー ビスを展開する新図書館施設 の概要、特色を紹介す る。
3.1施 設 の概要
新図書館は面12;485m2で ある。前図書館の547m2の 増加にす ぎない。
新図書館 には面積では比較できない利点 を有 している。表1で 分かるよ う
に、前図書館は、旧図書館(1932年 建設)、 新図書館(1959年 建設)、 記念
図書館(1985年 建設)の3館 を繋ぎ合わせた建物である。一部分は老朽化
してお り、利用上 ・運営上の機能が劣悪であった。新図書館は記念図書館の
書庫 を引き続き使用す るが、両者の連結通路は地下2階 にあ り、連結する




表1新 図書館の概要(前 図書館 との比較)
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(注)駿 河台地区開発に伴い 「旧図書館」 「新図書館」は取 り壊 され、1995年10
月か ら2001年3月 までは 「記念図書館」で運営 していた。 このため、規模
の比較対象 として1995年4月 と2001年4月 とした。1995年8月 に生田保
存書庫(収 容量65万 冊)が 竣工 し、 図書、雑誌29万 冊を移転。
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3.2施 設 の特色
新図書館の入 口は リバティタワーの1階 にある。 リバティタワーは教室、
体育館、学生食堂、学部事務室な どか らなる教育棟であ り、授業の90%以
上が この建物で行われ てい る。利 用者 に とって、最良のロケーシ ョンで
ある。
利用者 の学習 ・利用態様 に合 わせた施設作 りを行った。例示をすれば、
通常の閲覧席、パ ソコン利用 も可能な閲覧席 、静寂な雰囲気のロダンルー
ム(新 図書館 の銘文 にちなんで名付 けられ た閲覧室)、 数人 による学習が
可能な共同閲覧室、ジュース類の自動販売機 を設置 したラウンジ(禁 煙)、
同 じく自動販売機 を設置 した リフレッシュルーム(喫 煙可)、 そ して新 し
い発想 により開設 したマルチメディアエ リア等である。また、施設の将来
対応 として、書架設置面以外の床 をOAフ ロアーと した。
新館 と書庫、自動書庫 との一体化 を図 り、図書館資料の全面開架方式を
採用 した。 とくに、書庫 については資料 を分 か り易 く配架する必要があ
り、このため、新館 と連結す る書庫の地下2階 に利用の多い資料 を配架す
ることと し、地下2階 上層の洋図書 と地下3階 上 ・下層の和図書の入替移
動 を行 った。
特色 とい うよ り異色 といって よいが、閲覧席 を地上1階 、地下1階 ～3
階に設けた。新館 が地下に建て られ ることに決まったのは、建築計画の中
で、 リバティタワーの19～22階 にするか、地下にす るかの選択の結果で
あり、書庫 との連携を持たなけれ ばな らないと判断 したか らであった。閲
覧室は、全階を通 しての吹き抜け と、空堀 りによって、太陽光が地下3階
にまで射 し込み、また照明もかな り明るいので地下 とい う印象は薄い。落
ち着きある雰囲気 は、書架 と閲覧席の配置や、モノ トー ンの調度 品等の効
果 であろ うが、閲覧席が地下とい う要素 も見逃せない。
4サ ー ビス時間の延長 とサー ビスポイン トの拡大
開館時間の拡大、開館 日の増大は利用者か ら強 く要望 されている。新図
書館 の開館 を期 にサー ビスの拡大を図った。
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4.1開 館 時 間 の 延 長
開館時間を平 日8:30～22:00と し、旧来の開館 時間を1時 間延長 した。
本学 は二部(夜 間部)の 学部を開講 してお り、開館時間の延長が求 め
られていた。開館時間の延長が困難な理由のひ とつが要員 の問題である。
21:00か ら22:00ま での1時 間は、職員1名 嘱託2名,業 務委託1名(イ ン
フォメーシ ョンカウンター)の4名 とし、必要最小の要員で運用 している。








日 曜 ・祝 日10:00～17:00
4.2日 曜 ・祝 日開 館
2000年 度まで、日曜 ・祝 日は、学年 の試験期(7月,1月)を 除き休館 と
してきた。新図書館の開館 を期に、夏期休業期間(8月1日 ～9月 下旬)を
除き、 日曜 ・祝 日も開館す ることとした。開館時間は10:00～17:00。 利用
サー ビスは、新館に開架されている図書の閲覧、複写等のサー ビスに限定
している(書 庫、 自動書庫の利用は不可)。 日曜 ・祝 日は貸出を行 ってい
ない。今後、自動貸出機の不具合がなくな り、運用上の支障がないよ うで
あれば貸出を行 う予定でい る。利 用できるエ リアには参考図書3.5万 冊、
図書8万 冊、和雑誌1,50Cタ イ トルが配架 されてい る。
年間の開館 日数は、1999年 度の276日 か ら大幅 に増加 して318日 程度 と
なる予定である。
4.3サ ー ビス ポイ ン トとサ ー ビス 時間
サー ビスを行 うカウンター と、そのサー ビス時間を紹介する。新図書館
では、多くの館員がカ ウンター業務につき、利用者 と接 してサー ビスを行
うよ うに している。
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表3サ ー ビスポイ ン トとサー ビス時間(新 旧比較)
前図書館
3F貸 出(返 却)カ ウンター (8:30～21:00)
2F参 考 カウンター (8:30～20:30)
雑 誌 カウンター (8:30～20:30)





1Fイ ンフォメー ションカウンター (8:30～22:00)
レファレンスカウンター (9:00～20:30)
マルチメデ ィアカウンター (8:4E～20:30>
B1雑 誌 カウンター (9:00～16:00>
(利 用 指 導 の み)
B2貸 出(返 却)カ ウンター (9:00～21:30)
書 庫 ・自 動 書 庫 の 利 用(9:00～21:30)
B3サ ボo一トカウンター(9:00～18:00)
(マイクロ資 料 室,地 図 室 利 用 サポ ート
*自 動 書 庫 入 口16:00以 降 は
B2カ ウンター で 受 付)
1F,B2,B3に 自動貸 出機 設置
(8:30～21:30)
1F入 口に返却ホ.スト設 置(24時 間)
書庫 ・自動書庫へ は利用者 全員が入庫可
*サ ー ビス時間は平 日のみ表示
5閲 覧サー ビス
閲覧サー ビスは、資料を検索す るためのOPAC(OnlinePublicAcces:
Catalog)の 提供や資料 の配置等、資料へのアクセスに関す ることと、館
内での資料の利用に関するサー ビスをさしている。 閲覧サー ビスに関連
し、入 ・退館 システムについて紹介する。新図書館では、入館ゲー トを設
け、本学の学生証 ・教職員証、ない し図書館が発行す る利用証をゲー トの
読取装置でスキャン し、利用認証を受 けてか ら入館す る方式 を採用 した。
退館ゲー トはBDS(無 断持出禁止装置)を 設置 してい る。
なお、記念図書館 は研究棟 との合棟であ り、書庫の上層の階は研究室 と
なっている。教員はこの研究棟の地下2階 か ら、書庫 の地下2階 に直接入
庫することができる。入庫 は扉 に設置 してあるID読 取装置 による認証を
必要 とす る。退出は新図書館の出 口か らとなる。
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5.1資 料 の 配 架
図書館の資料は、新館(地 上1階 ～地下3階)、 書庫(5層)、 自動書庫
に分かれて配架 され ている。配架の大要はつぎの とお りである。配架分類
はNDC(日 本十進分類法)9版 に よる。
新館
1F参 考図書、書誌 ・書 目
B1和 雑誌(各 大学の発行する紀要、研究報告を除 く)
B2図 書(社 会科学 ・産業関係NDC3,6門)





2層 洋雑誌、和雑誌(紀 要、研究報告)、 参考図書、書誌書 目
B31層 洋 図書
2層 洋 図書
新館には、学習用の和図書 と洋図書、和雑誌 を配架 してい る。書庫に
は、和図書の うち刊行年の古い資料や研究書、洋図書の大部分、洋雑誌の
大部分 と和雑誌 の うち大学の紀要 ・研究報告等を配架 してある。 自動書庫
には、アジア史 、特殊文庫等を収めている。資料を分超 した ことによ り、
同一主題の資料 が新館、書庫、自動 書庫に分かれた。 この分置方式 を効果
的にするには、新館 に配置する資料の適正な選定にある。配架資料 の点検
を充分に行い、利用 され る資料 を、利用 しやすい場所に配架す るように工
夫を していきたい。
5.1.1一 般図書、参考 図書
新館1階 に参考図書、地下2階 に社会科学系図書、地下3階 に人文 ・自
然科学系図書を配置 した。一つのフロアに配置す ることが不可能なので分





雑誌は、新館地下1階 に和雑誌(主 として市販 された雑誌)、 書庫地下2
階上層に和雑誌(他 大学 が発行する紀要、研究報告等)、 洋雑誌 を配架 し
ている。新館地下1階 には、フロア面積の制約を勘案 し、主 として市販 さ
れた和雑誌 を配置 した。書庫には他大学が発行する紀要、研究報告を置 く
(今後、紀要等は各発行機 関において電子化が進み、インターネ ッ トでも
提供 され る方 向にある)こ ととした。
新図書館 においては、バ ックナンバー、新着号とも同一場所に配架 して
いる。前図書館ではバ ックナンバーは書庫、新着号は展示棚 と別 々に配架
していた。製本準備 中の ものは別置す る場合 もあった。また、新着号で
も、展示棚が限 られているので配架できない ものは、別の書架に配架 して
いた。 さらに、3年 間だけ保存す る雑誌もあ り、これ も別 の扱 い となって
いた。 このため、一つの タイ トル の雑誌が2～3箇 所 に分散 して配架 され
ている状態であった。 このよ うな状況でも、利用者の申 し込みにより、係
員 が出納を していたので、この方法が維持で きていた。 ところで、新図書
館 では、係員の出納を行わないで、利用者が雑誌を直接利用する全面開架
方式を採用 した。そこで、旧来のように同一タイ トルの雑誌 を分散 して置
くよ り、一箇所 に配架 した方が、明瞭であると考えた。また、利用者は、
利用にあた り同一タイ トルの雑誌のある巻号のみを使 うだけでなく、ほか
の巻号を同時に利用す るケースが多い との状況 も加 味 したためである。
5.2全 面開 架方 式の 採用
新図書館 にな り、全面開架方式を採用 した。,'
新館地上1階 ～地下3階 部分は 自由接架式となっている。 ここには、図




庫か ら閲覧席に持 ち出す際のチェック等 を行い、資料の紛失防止 を図る方
式である。当館の場合、書庫は旧館 をそのまま利用 し多 くの人数が入庫す
るような施設 となっていないため保安 の役割 も担っている。
前図書館では、書庫 に入ることができる利用者は、院生、教職員、学部
生(同 時入庫人数 を10名 に制限)に 限定されていた。全面開架により、こ
れまで書庫に入った ことのない学生が入庫 し、資料 の豊富 さに感動 してい
る、との教員か らの伝聞もある。学部生に とって勉学への大 きな刺激にな
ると期待 している。
全面開架方式の採用は、図書の配架が乱れ、探 している資料が当該の場
所 にないとい う問題 をかかえるが、図書が正 しい書架位置に早く配架 され
るよ う、返本作業の多 くの部分をパー ト要員 に担当 して もらうことにより
支障な く運用 している。
5.30PAC(OnlinePublicAccessCatalog)
当図書館では1988年 から目録 の機械化を始め、カー ド目録 と利用者端末
によるOPACと を平行 して提供 してきた。資料の遡及入力が完了 し、2000
年か らすべての 目録カー ドの作成を止め、これまでのカー ド目録を凍結 し
た。前図書館では、このカー ド目録 を配置 し、提供 していた。新図書館 に
おいては、カー ド目録を廃棄 し、OPACの み とした。2001年8月 には、山
手線沿線私立大学図書館コンソーシアム参加館の所蔵検索が可能なOPAC
並列検索システムを白飴で開発 し、図書館内のOPAC端 末から検索でき
るよ うに改訂 した。 同時に、館内のOPAC端 末か ら国立情報学研究所の
インターネ ッ トNACSIS-webcat(全 国の大学図書館が所蔵 している資料
の検索が可能)の 検索が可能なシステムを開発 し提供 している。
5.4閲 覧室 、閲 覧席
新図書館 の閲覧席は新館1階 か ら地下3階 まで1240席 を配置 している。
この1240席 は利用者 の利用用途、態様によ り特色をもたせている。1階 と
地下1階 の閲覧席には、学内LANの 情報コンセ ン トと電源を設置 し、PC
の利用を可能 としている。一方、地下2、3階 の閲覧席は、PCの 利用は不
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可 となっている。 これはPCの 利 用なフ ロア と、静かな環境 を提供す るフ
ロア との住み分けをおこなった ものである。 さらに、より静粛な環境で勉
学できるロダンルーム、小 グループの利用者が討議 しながら学習できる共
同閲覧室(PC利 用可)を 設 け、学習環壌の多様化 を図っている。 ほかに
も、マルチメデ ィアエ リア、グループ閲覧室3室(プ レゼンテー ション用
機器配備。以下、プ レゼン配備)、 マイクロ閲覧室、地図室(プ レゼ ン配
備)、 多 目的ホール(プ レゼン配備)等 がある。
利用態様 に合わせ た閲覧室作 りを行ったが、電卓利用 については問題が
生 じた。電卓はPCの 利用 と同一条件であると考え、1階 、地下1階 のPC
利用可能な閲覧席を利用 してもらうことを想定 した。 ところが、電卓をた
た く音がかな り大きく発生す るため、ほかの利用者 から、また電卓使用者
自身か ら、電卓使用のための室 を設置 してほ しいとの苦情がでてきた。解
決策 として、地下1階 、地下3階 の一部分の閲覧席 を電卓利用優先席 と指
定 し、さらに、利用予定のないときに多 目的ホール を開放す ることで、利
用者の協力を得ている。
5.5マ イ ク ロ閲 覧室 、地 図室 、 点字閲 覧室.教 員 閲覧室
マイクロ閲覧室、地図室は新図書館の建設 で実現 した施設である。
前図書館 ではマイ クロ資料は書庫 の一郭にマイ クロリー ダーを置 き利
用 していた。マイクロ資料所蔵数2,700タ イ トル の利用環境 として劣悪で
あった。 図書館建設にあた り」これまでキャビネ ットに収蔵 し、書庫 に分
散 して置いてあったマイクロ資料 を、自動書庫 内に 自動搬送書庫 を設 置
し、コン ピュータによる出納 ・管理に切 り替 えた。マイクロ閲覧室から専
用の コンピュータに より利用す るマイクロ資料を指定 ・搬 出 し、同室に設
置 しているマイクロリーダーに よって閲覧に供 している。
当図書館の特色ある資料の一つである地図資料 を利用す るため地図室を
設置 した。地図はすべてこの地図室に集 中 してある。プ レゼンテー ション
機器を配備 している。





書館 ではコ ピー機 の音やコ ピー利用者の話 し声が、利用 上の迷惑にな ら
ないよ うに、閲覧席か ら距離 を置 き、コピー室 として設置 した。 また、コ
ピー機は、学部生用 と院生用 との共通化を図 り、また、より使 い勝手がよ
くコピー価格が低廉な業者 に変更 し、設置台数 も増や した。
6貸 出サー ビス
貸出サー ビスにおいては、貸出 ・返却 ・延長 ・予約等の手続 きの簡略化
と迅速化が求め られる。新 ・図書館 では、自動貸出機の採用、図書館入 口
に返却ポス トの常設 によって、貸出 ・返却の簡略化 を図った。
6.1学 生 証 に よる貸出
当図書館の主たる利用対象者は本学の学生 ・教職員である。 しか し、利
用対象者が直ちに利用者 となるのではない。 図書館 に入館 し、施設の利
用、資料の閲覧 ・貸出によって図書館の利用者 となる。そ して、入館、貸
出の際の資格要件 を認証するものが必要 となる。 この図書館利用証を、こ
れまではライブラリー ・カー ドと称 して、利用者 の申請により個別 に随時
発行 していた。新図書館の開館にあわせ て、ライブ ラリー ・カー ドを廃止
し、学生証、教職員証により図書館 を利用できるよ うに変更 した。
6.2自 動貸 出機 の設置
貸出手続 きを簡略にす るために自動貸出機 を設置 した。貸出図書の延長
手続 きも自動貸 出機 で行 う。ただ し、自動貸出機で手続 きができるのは、
新館 に配架 されている図書に限定されている。書庫、 自動書庫の図書は、
書庫か ら退出す る際に、通過す るカ ウンターで貸出手続 きをす る。
自動貸出機は3台 設置 している。1階 の入 口付近、社会科学系図書 の配




挿入 し、そ して図書登録番号読取装置に図書を置 くことによ り、貸出手続
き、図書 に装備 されている無断退出防止装置の解除、貸 出記録 レシー トの
発行 を行 う。
6.3書 庫 、 自動 書庫 の 図書貸 出
全面開架方式を採用 し、書庫出納 を廃止 した。 これにより、利用者が書
庫 に入 り図書を検索する。貸 出の手続きは書庫か ら出る際にカウンターで
行 うことになる。
書庫資料の貸出業務に関連 して、貸出カウンター を地下2階 に設置 した
ことについて記 してお こう。通常、貸出カウンターは入館 口に設置 されて
いる。 これは利用者が入退蝕する際に貸 出 ・返却を行 うためである。当館
では、全館開架方式を採用 したが、書庫 、自動書庫 の図書 については 自
動貸出機に対応する措置 をとるまでに至っていない。そ こで、利用者が書
庫、自動書庫か ら出る際にチェックポイ ン トを設置す る必要があ り、貸出
カ ウンターを設置 した。(自 動書庫は16:00ま では地下3階 のサポー トカウ
ンターで入庫、貸 出の手続 きをする。16:00以 降は地下2階 の貸出カ ウン
ターで入庫、貸 出を行 う。)
6.4返 却 ポ ス トの 常設
返却ポス トを図書館入口に終 日設置 している。 したがって、図書の返却
は、地下2階 の貸出(返 却)カ ウンター と、図書館入 口の返却ポス トの2
箇所 である。
この返却ポス トの終 日設置 を行 うのには理由がある。図書館の貸出(返





6.5所 蔵 図 書3館 配 送 シ ス テ ム
本学のキャンパスは3箇 所 にあ り、図書館は当中央図書館のほかに和泉
図書館、生田図書館が設置 されている。図書館では、この3つ の図書館の
資料 を、利用者 の申 し込み に応 じて図書館間 を配送 し、利用者が利用 し
たい図書館で利用(返 却)で きるよ うに している。前図書館では この申 し
込みの受付、受取 り場所 を、図書は3階 貸出カウンター、雑誌は2階 雑誌
カ ウンター とに分 け、それぞれ別の箇所行っていた。今回、当館のシステ
ム担 当が配送システムを開発 し、図書、雑誌 の区別な く受付場所は2箇 所
(貸出カ ウンター ・レファレンスカウンターのどち らでもよい)、 受取場所
は1箇 所(貸 出カ ウンター)に 集 中した。
7マ ルチ メデ ィアサー ビス
新図書館では、近年の学術 コミュニケーシ ョンの進展に対応 して、マル
チメディアエ リアを新館1階 に設置 した。詳細は、本号の関連論文を参照
されたい。
8レ ファ レンスサー ビス
新館1階 に、参考図書を配架 し、 レファレンスカ ウンターを設けた(前
図書館では2階)。 レファレンスカ ウンターは参考質問o;受 付回答、図書
館間の相互協力、利用教育を担 当している。 レファレンスサービスの一つ
の役割 と して、施設の利用案内(オ リ土 ンテー ション、館内ツアー)、 資
料の利用案内、情報 ・文献探索法の指導等がある。新図書館では、レファ
レンスカ ウンターが入 口階にあることもあ り、利用者支援 を積極的に行 っ
ている。
9情 報の発信.
1997年6月 か ら図書館ホームペー ジを公開 している。このホームページ
は図書館の情報発信基地 としての役割を担 ってい る。図書館の利用案内、
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開館情報(カ レンダー)を 掲載 し、また、OPAC、 電子図書館 、図書館刊
行物の発信の窓 口となっている。
9.10PACの 公 開
図書館の資料 を使 うには、利用者が探 してい る資料がその図書館 にある
か どうかを調べなければならない。 この資料探 しのためにOPACで の検
索が必要 となる。イ ンターネ ッ トで当館のOPACが 公開 されていること
により、 自宅に居なが らに して 目録情報を得ることができるのである。
インターネ ッ トに公開 しているので、当然、本学の利用対象者以外の方
も検索することが可能である。 このことは、広 く、一般 の人にも明治大学




1996年7月 に学術審議会 『大学図書館 における電子図書館的機能の充
実 ・強化について(建 議)』 が公表 され、各大学図書館 において文部省 の
助成金を得て、 「資料の電子化」が推進 された。本学においては1998年 度
に当図書館所蔵の貴重書 のマイクロフィルムか ら、和書61リ ール(158タ
イ トル)を 電子化 し、CD-ROMと インターネ ッ ト用のファイル に作成 し




なお、この 「電子図書館」には、当館 と使用契約 している電子 ジャーナ
ル、外部データベースヘ リンク付けされている。
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10ギ ャ ラ リー
新館1階 入 口にギャラリーを設置 した。これ まで当図書館の歴史 を振 り
返ってみるとギャラリーの設置は初めてである。当館には貴重な資料が少
なくないが、これまで公開展示する機会が少な く人々に知 られ ることがな
かった。 ギャラ リー において 当館所蔵資料の展示が2回 行われた。次のと
お りである。
第1回 藍 田文庫古地図展2001年3月1日 ～7月31日
当図書館藍田文庫所蔵 『新刻 日本輿地路程全図』ほか
第2回 花の都江戸の賑わい2001年8月1日 ～ 展示中
当図書館江戸文藝文庫収蔵 『南総里見八犬伝』」ほか
11図 書館協力
2000年3月 に山手線 沿線 私立大学図書館 コン ソー シアム(以 下、 コン
ソー シアム)が 発足 した。参加館は、青 山学院大学、学習院大学、國學院
大学、東洋大学、法政大学、明治学院大学、立教大学、そ して明治大学の
8大 学図書館である。2001年 度には入館利用に加 えて、来館利用者への図
書の貸出を開始 した。詳細は、本号の関連論文 を参照 されたい。
12社 会人への公開
大学は、少子化 、高齢化社会における生涯教育への支援が求め られてい
る。本学は、生涯教育 ・学習 を展開する総合的知的創造環境全体を 「リバ
ティ ・アカデ ミー」と位置づけ、公開講座 を開催 している。 当館 では、こ
の公開講座の参加者 にも図書館の利用を認めている。




開館 してか ら1年 に満たないので統計数値 としては完全 とはいえないが、
評価の参考資料 として2001年4月 か ら2002年1月 までの10ヶ 月間の入館
者数 と貸出冊数 を用いて分析す る。
13.1入 館者 数
入館者数は、前年比約168%以 上と増加 している。開館 日数が2001年 度
259日 と、2000年 度の228日 よ り34日 多いが、これは2001年 度 が 日曜 ・
祝 日も開館 した ことによるものである。.この 日曜 ・祝 日の入館者数を除い
ても、165%の 増加である。
利用者が増加 した理由は何か。第1に 図書館のロケーシ ョンの良 さがあ
げられ る。 リバティタワー(教 育棟)の1階 に図書館の入 口がある故であ
ろ う。学生は場所が分か りやすので、授業の空き時間や、授業が終わって
から気軽に図書館 を利用す ることができる。第2は 図書館施設 が作 り出す
雰囲気の良さであろう。前述 したよ うに利用態様による閲覧室等の多様化
を図ったことによ り、利用者が 自分に適 した閲覧場所を選択することがで
き、その結果全体として落 ち着いた学習環境 となっている。第3は 新 しい
施設であるマル チメデ ィアエ リアの集客力であろ う。毎 日、午後にはPC
利用のための列 ができるほどである。
入館者数の多い月は、学年試験にあたる7月 と1月 である。今年度(2001
年度)の7月 の平 日における平均入館者数は5,02C入 、1月 は6,484人 であ
り(表5)、 前年の7月 、1月 はそれぞれ3,359人 、3,867人 であった。また、
これまでの1日 の最高入館者は1月21日 の9,192人 、24日 の9,113人 、28
日の9,013人(前 年度は1月25日 の4,817人)で あった。
新図書館 にな り、 日曜 ・祝 日の開館 を開始 した。表6に 示 したように 日
曜 ・祝 日の入館者 は平均で525人 である。ただ し、7月 、1月 は学年試験









4月 40,026 67,784 69.3%増
5月 53,878 82,822 53.7%増
6月 58,030 88,991 53.3%増
7月 75,537 123,038 62.9%増
8月 18,929 27,907 47.4%増
9月 34,394 57,352 66.8%増
10月 59,519 99,380 67.0%増
11月 47202 85,609 81.4%増
12月 43,160 76,515 77.3%増
1月 67,457 128,58E 90.6%増
合計498,132837,983682%増
開館 日数228日262日149%増
表5新 図書館入館者数の1日 平均(人 数)
2001年 度 平 日 土曜 日 日曜 ・祝 日
4月 3,189 1,504 294
5,月 3,865 1,509 334
6月 3,979 1,57E 406
7月 5,020 2,075 859
8月 1,550 0 0
9月 4,505 1,637 537
10月 4,095 1,788 535
11月 3,910 1,415 437
12月 4,033 1,593 398











*そ の他は、兼任教員、職員 、山手線沿線私立大学図書館コンソー シアム等
13.2貸 出 冊 数
貸出冊数は1999年 度120,063冊 、2000年 度123,198冊 であり、2000年 度
は1999年 度の2.6%増 である。表7に よると、2001年4月 から2002年1月
までは前年比14.5%増 を示 している。2000年 度の増加率2.6%を 大きく上
回ってい る。なお、2002年1月 は9.1%減 であるが、これは2001年2月5
日か ら3月1日 まで、新図書館への移転作業のため休館 となるので、2001







4月 6,491 8,078 24.4%増
5月 10,749 12,590 17.2%増
6月 13,018 13,397 2.9%増
7月 16,582 19β60 16.6%増
8月 6,708 7,947 18.4%増
9月 9,888 12,733 2&8%増
10月 14739, 16,392 11.2%増
11月 13,556 15,907 17.3%増











院生 17,933 20,104 12.2%増
専任教員 4,699 5,964 26.9%増




14'今 後 の 課題
近年、いくつかの大学において、大学図書館 と情報センターを融合 し、
学術コ ミュニケー ションの電子化に対応す るとともに、 白鯨所蔵の資料、
大学が生産す る研究成果、教材等を電子化 し提供するとい う、大学 にお け
る情報発信基地 としての役割 を果たす機関 ・施設へ と改変 している。当図
書館 においても、今後 は 「大学の情報発信基地」 として、大学の各機関 と
の調整 、情報科学セ ンター 、視聴覚セ ンター との連携が必要である。
「電子図書館 」において電子 ジャーナル、外部データベースの利用サー
ビスを提供 している。 「電子 図書館」の利用 は、 自宅に居なが らに して可
能である。今後、図書館が提供す るコンテンツの充実(白 飴作成、ポ一夕
ル とを問わず)、 本学の館外利用者への各種 の遠隔サー ビスの拡大 を図 り
たい。
新図書館 は学習 図書館機能 に重点をおいた施設で ある。1984年 に大学
院図書館 を廃 し、100周 年記念図書館を建設 して、資料を集中化 し、限 ら
れた図書予算を効果的に活用 し資料の充実を図ってきた。新図書館では電
子ジャーナル、商用データベース等を導入 し、研究資料 の提供 を行ってい
る。施設面では、研究棟の地下2階 か ら、直接、書庫に入ることができる
よ うに設備を整えた。新たに、ロー ・ライブラリー構想 もあ り、研究図書
館機能(サ ー ビス)の 充実が必要 となる。
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資料 の全面開架方式の採用 は、利用者 にもたらす効果 は非常に大 きい。
しか し一方、このことによるマイナス面 も生 じている。それ は資料の殿損
の問題である。コピー機 の利用、返却ポス トの設置、利用者の取 り扱いの
不用意 さ等、図書の殿損の要因は多 くあ る。酸性紙劣化に よる図書の殿
損 ・破損 の問題 とともに、資料保全 の方策 が必要である。
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